市 町 村 議 会 で 議決 し た 意見 書 等 ( 令 和 2 年 12 月 ) 
令 和 3 年 1 月 5 日 現在 


災 ・ 減 災 、 国 土 強 製 化 対策 の 強化 を 求め る 意見 書 


八幡 平 市 安比 高原 地域 へ の スマ ー ト イン ター チェ ンジ の 早期 開設 を 
求め る 意見 書 








市 町 村 議 会 名 


意見 書 の 内 容 








陸前 高田 市 


【 議 決 年 月 日 】 
【 提 出 先 】 


名 】 


令 和 2 年 12 月 10 日 
衆議院 議長 


グ 参議 院 


議長 内 閣 総理 大 臣 財務 大 臣 総務 大 臣 


文部 科学 大 臣 厚生 労働 大 臣 農林 水産 大 臣 経済 産業 大 臣 
国土 交通 大 臣 環境 大 臣 内 閣 官房 長官 国土 強 各 化 担当 大 臣 


内 閣府 特命 担当 大 臣 (防災 ) 
防災 ・ 減 災 、 





時 
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市 は 、 東 日 
、 多 く の 尊 い 命 
支援 を 受け て 、 ii 








E 要 産業 











速 に 行わ れ た 。 その後 も 復興 








み を 進め て きた 。 
し か し な が ら こ の 1 0 年 の 間 


日本 台風 、 





決壊 等 が 生じ る な ど 、 


犠牲 と な っ た 。 











本 大 震 災 の 津波 に 
6 





で ある 水産 業 の 回 復 や 、 









































全国 どこ に お いて も 、 か つて 経 


観光 を 支え る 


に 、 我 が 国 に お 
令 和 2 年 7 月 衰 十 など 、 国 土 の 広範 囲 
気候 変動 の 影響 と 思わ れ 








議 で は な い 。 
近年 頻発 
国土 強 利 
され た イ 
災 対 策 に 























・ 激 基 化 する 災害 | 























に 備え る た め 、 国 





令 和 3 有 


i 








、 街 一 直 














ほ 業 と し て 三陸 沿岸 道路 や 防潮 堤 な どの 社会 基 
道 の 駅 の 開業 な ど 、 








は 今年 度 ま で と な っ て いる 
EL の た め の 3 か 年 緊急 対策 」 の み で 完了 する の で は な く 、 高 度 経済 成長 期 に 整備 
イン フラ の 老朽 化 対策 も 含め て 、 
取り 組ん で いく こと が 必要 で ある 。 








が れき の 山 で あっ た が 、 


\ て は 、 平 成 3 0 年 7 月 豪雨 、 令 和 元 
囲 に わた っ て 多数 の 土砂 災害 、 
る 激 其 な 災害 【 
験 し た こと の な い 災 害 


E 度 以降 も 継続 的 か つ 計 画 的 に 


国土 強 提 化 対策 の 強化 を 求め る 意見 書 








家屋 な ど 市 街 地 が 壊滅 的 な 被 
国 を 始め 
日 な ど 、 重 要 な イン フラ の 復 | 
盤 が 整備 
向け て 歩 


























復興 に 


























Fy 














F 打 
河川 堤防 の 
こ 見 舞 わ れ 、 多 く の 尊 い 命 が 
に 見 舞 わ れ て も 不 思 















































[防災 くく ・ 少 災 、 




















、 防 災 くく ・ 減 


以上 を 踏ま を て 、 次 の 事項 に つい て 措置 され る よう 強く 要望 する 。 


1 「 防 災 人 《 


・ 減 災 災 、 国 





な 予算 を 安 








2 老朽 化 対策 に つい て 、 


ュー 


C り 
た 
御 噌 " 





の 人 上 上 





発生 時 の 迅速 か つ 





に 
員 














記 








士 強 爾 化 の た め の 3 か 年 緊急 
定 的 、 継 続 的 に 確保 する こと 。 
計画 的 か つ 着 実 な 推 


























対策 」( 


ーッ 








こ 続 く 新 た な 措置 を 講じ 、 必 要 











進 が 図ら れる よう 、 必 要 な 予算 を 確保 する 
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制 を 強化 する こと 。 




















以上 、 地 方 用 
























































] 滑 な 対応 等 の た め 、 平 時 か ら 地 方 公共 団体 の 支援 を 行う 地方 











治 法 第 9 9 条 の 規定 に より 意見 書 を 提出 する 。 








市 町 村 議 会 名 








八幡 平 市 























































































































意見 書 の 内 容 

【 議 決 年 月 日 】 令 和 2 年 12 月 14 日 

【 提 出 先 】 国土 交通 大 臣 岩手 県 知事 岩手 県 警察 本 部 長 八幡 平 市 長 

【 件 名 】 八 幡 平 市 安比 高原 地域 へ の スマ ー ト イン ター チェ ンジ の 早期 開設 を 求め る 

意見 書 

当 市 安比 高原 地域 に お いて は 、450 年 の 伝統 を 有する イギリス の 名 門 学 校 で も や る ハロ ウ 
UR A A sie 
ロウ イン ター ナシ ョ ナル スク ー ル 安比 校 (以下 「 ハ ロウ 安比 校 」 と いう 。) は 、 現 在 、 順 調 
に 工事 が 進み 、 将 来 的 に は 、 生 徒 や 教師 等 を 含め 千 数 百人 規模 の 学校 施設 と な り 、 当 市 の 
地域 経済 の 活性 化 、 地 域 交 流 、 国 際 化 に 大 き な 効 果 を 及ぼ す も の と 期待 され ます 。 


また 、 ハ ハロ 
セ プ 




















観光 中 
て 八幡平 、 
特に 
ノー リゾ ー ト 
































安比 ・ 八 幡 平地 区 は 、 本 年 6 月 に 
ト を 形成 する 地区 と し て 国 の 指定 を 受け た と ころ で す 。 
こう し た 状況 を 踏 











を 後 } 








ト に 、 商 業 施設 、 定 
模 が 定住 する 街 づ くり の 構想 が 進み つつ あり ます 。 
で は 、2019 年 1 月 【 
東北 の 観光 を 楽し ゅ 多く の イン バウ ンド 客 が 訪れ る 
、 観 光 立 国 推進 闘 僚 会 議 が 推進 する 「 観 光 ビ ジョ ン 実 現 


1 し すべ く 、 安 比 高原 


ウ の ブラ ンド を 活か し 、 
Fg 王 型 別 蘭 、 


ハロ ツウ 安比 校 を 核 と し て 、 和 観光 ・ 教 育 ・ 健 康 を コン 
富裕 層 向 け ホ テル な どの 各種 施設 を 整備 し 、 1 万 人 規 





















































に 花巻 上 海 便 が 就航 し 、 安 比 高 原 地域 に は スキ ー を 始め と し 
よう に な っ て お り ま す 。 

プロ グラ ム 」 に お いて 、 ス 
滞在 や 消費 拡大 に 向け て の 有力 コン テン ツ に 位置 付け られ 、 
国 が 重点 的 に 支援 する 国際 競争 力 を 有する スノー リゾ ー 






































は 地方 で の 長 } 




















































































































百 よ ズ .、 


ー ェ < 








安比 高原 地域 の アク セス を 大 きく 改善 し 、 安 比 高原 
地域 に スマ ー ト イン ター チェ ンジ が 


地域 の 発展 
開設 され る よう 強く 要 
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望 す る も の で す 。 


以上 、 地 方 E 
































治 法 第 99 条 の 規定 に より 意見 書 を 提出 いた し ます 。 

















市 町 村 議 会 名 意見 書 の 内 容 








北 上 市 | 【 議 決 年 月 日 】 令 和 2 年 12 月 18 日 
【 提 出 先 】 内閣 総 理大 臣 法務 大 臣 
【 件 名 】 刑事 訴訟 法 の 再審 規定 (再審 法 ) の 速やか な 改正 を 求め る 意見 書 











再審 は 、 誤 っ て 有罪 と され た 人 の 救済 を 目的 と し た 制度 で す 。 し か し 、 現 行 の 再審 制度 
は 、 裁 判 所 の 裁量 に 委ね られ て いる 点 が 非常 に 多く 、 そ の 判断 の 公正 さや 適正 さ が 制 度 的 
に 担保 され る 仕組 み に な っ て いま せん 。 とりわけ 、 再 審 請 求 手続 に お ける 全面 的 な 証拠 開 
示 の 制度 化 と 、 再 審 開 始 決定 に 対す る 検 宗 官 に よる 不服 申し 立て の 禁止 の 2 点 に つい て は 、 
早急 な 法 改正 を 要する 喫緊 の 課題 と な っ て いま す 。 
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法 の 改正 の 附則 に お い 





























再審 請求 手続 に お ける 証拠 開示 に つい て は 、2016 年 の 刑事 訴訟 
て 、「 政 府 は 、 こ の 法律 の 公布 後 、 必要 に 応じ 、 速やか に 、 再審 請求 審 に お ける 証拠 の 開示 」 












































に つい て 検討 を 行う も の と し て お り 、 政 府 は これ を 踏ま え 、 証 拠 開示 の 制度 化 を 早急 に 実 
現さ せる 必要 が あり ます 。 
また 、 再 審 は 、 誤 っ て 有罪 と され た 人 を 救済 する た め の 制 度 に も か か わら ず 、 検 宗 官 の 
不服 申し 立て に よっ て 再審 開始 まで に 長い 年 月 が か か り 、 救 済 が 遅れ て いる 現状 が あり 
す 。 検 索 は 再審 開始 決定 に 対し て 不服 を 申し 立て る の で は な く 、 再 審 の 中 で 改め て 有罪 を 
争う べき で す 。 

よっ て 、 国 及び 政府 関係 機関 に お いて は 、 次 の 
審 法 ) を 速やか に 改正 する よう 強く 求め ます 。 
記 
1 再審 請求 手続 に お ける 全面 的 な 証拠 開示 を 制度 化す る こと 。 
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ほ 項 に つい て 刑事 訴訟 法 の 再審 規定 ( 再 


lm 




























































































2 再審 開始 決定 に 対す る 検索 の 不服 申し 立て が で き な い 制度 に 改正 する こと 。 
























































以上 、 地 方 自治 法 第 99 条 の 規定 に 基づき 意見 書 を 提出 し ま 














